
工学部 

（２）電気電子工学科（１５講義） 

講義番号 講義タイトル及び概要 講 師 専門分野 

電-1 

「省エネの切り札、ＳｉＣパワーデバイスとは何か？」 

 

最近、山手線、新幹線などの電車やテスラの電気自動車に

省エネ半導体として使われている SiCパワーデバイスにつ

いて、わかりやすく紹介します。 

畠山 哲夫 

（教授） 

 

ＳｉＣパワーデバ

イス 

半導体物性工

学 

電-2 

「スマートフォンにみる身近な半導体のチカラ！」 

 

スマートフォンを題材にして、そこで使われているセンサや集

積回路（VLSI）について解説する。各センサがどんな情報を

どのようにキャッチしているのか、その情報をどのように

VLSIで処理しているのかを説明して、各センサや VLSIを

構成する半導体の凄さ（チカラ）を理解してもらい、半導体を

もっと身近に感じてほしい。 

吉河 武文 

（教授） 

 

アナログ電子回

路（通信・セン

サ） 

電子デバイス 

電-3 

「強誘電体って何だろう 

（電子材料としての強誘電体の応用例）」 

 

強誘電体は、多くの優れた機能を持つ電子材料です。電気

を貯めるコンデンサ、赤外線を感知するセンサ、ガスコンロ

の着火子、微小変位量のアクチュエータ、携帯電話に含まれ

る表面波フィルタ、半導体メモリに匹敵する不揮発性メモリ

など、強誘電体が使われる電子デバイスについて説明しま

す。 

藤井 正 

（准教授） 

 

電子材料 

強誘電体工学 

電-4 

「進化するパワー半導体デバイスで切り拓く脱炭素社会」 

 

地球温暖化を食い止めるためには、自動車の電動化(xEV)

や太陽光などの自然エネルギーの活用が必要です。そのた

めには、「パワー半導体デバイス」を用いて電力の直流-交流

を高効率に変換する技術が必要となります。本講義では、パ

ワー半導体の基礎に加え、最新の研究や技術トレンドを高校

生に分かりやすく解説します。 

岡本 大 

（准教授） 

 

半導体工学 

パワーエレクト

ロニクス 

 

電-5 

「材料科学：電子の役割と応用」 

 

私達の生活は、広い意味での「材料」によって支えられてい

ます。金属、半導体、絶縁体とはなにか、特に半導体の中で

電子がどのような役割を担っているのかをお話します。ま

た、半導体材料のいくつかの応用例を紹介します。 

清水 直 

（准教授） 

 

デバイス物理 

材料科学 



電-6 

「知っているようで知らない「磁場」その作り方と使い道」 

 

磁石はとても身近なのに、あらためて考えてみると不思議に

満ちています。なぜ磁石になるものとならないものがあるの

か？なぜ半分にしても N極・S極だけを取り出せないの

か？より強い磁石を作るには？この謎を追っていくと「電子」

という存在にたどり着きます。この講義では電子と磁場の奥

深い世界を紹介します。 

田縁 俊光 

（准教授） 

 

固体電子物性 

電-7 

「集積回路に使われているトランジスタの働きと応用」 

 

身の回りの電子機器には必ずといっていいほど集積回路が

搭載されています。集積回路に使われているトランジスタは

なくてはならない重要な素子であり、スマートフォンには億単

位の個数のトランジスタが使われています。このトランジスタ

の働きや応用例などについて説明します。 

岸田 亮 

（講師） 

 

集積回路 

電子回路 

電子デバイス 

電-8 

「身近な光のスペクトルとその計測技術」 

 

私達の眼に見えるモノの色は、どうやって決まっているので

しょうか。講義では光の「スペクトル」という言葉をキーワード

として、色が形作られる仕組みをお話します。またさまざまな

物体や発光体のスペクトル測定の実演も行います。色の裏

側には豊かな物理が拡がっていることを体感してもらえれば

と思います。 

大寺 康夫 

（教授） 

 

微小光学 

 

電-9 

「地上・宇宙空間での電波観測技術」 

 

地上デジタル放送やラジオなどの身近な電波を受信するた

めの技術を、実際に受信した波形や周波数分析などを見せ

ながらわかりやすく解説します。また、宇宙空間での電波を

観測するために観測ロケットや科学探査機に搭載される電

波受信機について紹介し、これまでの観測結果や将来の観

測計画などを、実例を用いてお話します。 

石坂 圭吾 

（教授） 

 

電波工学 

電子回路 

宇宙空間物理 

電-10 

「「超スマート」な社会を実現するシステム制御」 

 

「超スマート」と聞いてどのような社会を想像するでしょう

か？この講義では、インターネットと電力、エネルギー、交

通、水道などの未来の関わり方を説明し、その実現に向けた

「システム」的な見方と物事を自在に動かす「制御」について

お話ししたいと思います。 

小島 千昭 

（准教授） 

 

システム制御工

学 

電力・エネルギ

ーシステム 

環境システム 



電-11 

「光でモノの見えない「中身」を測る」 

 

光がモノに当たると、光はモノを形作る分子と互いに影響を

及ぼしあいながらその中を進みます。分子による光の変化を

とらえることで、生き物の栄養状態といった、目では見えな

い、モノの「中身」が分かります。講義では、光がモノに当たる

と何が起こるのか、どのように、どんなモノの中身が測れるの

かをお話しします。 

髙屋 智久 

（准教授） 

 

分子分光学 

光計測工学 

応用化学 

電-12 

「電波をみる方法」 

 

携帯電話・テレビ放送など、電波は私たちの生活に欠かせな

いものとなっています。しかし電波のことはよくわからないと

いう人が多いと思います。これは電波が目に見えないという

ことが大きな原因でしょう。そこで、目に見えない電波をコン

ピュータを使ってわかりやすく見てみましょう。 

三宅 壮聡 

（准教授） 

 

電波工学 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼﾐｭﾚｰｼ

ｮﾝ 

電-13 

「インターネットで情報を届けるには」 

 

国を超えた世界的なネットワークであるインターネットは、自

分と相手を適切に接続する仕組みを必要としています。その

仕組みについて学びます。 

小林 香 

（講師） 

 

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ中の電

磁波動現象 

情報通信 

電-14 

「電気を分散的に管理するための技術」 

 

太陽光など自然エネルギーで発電した電気、電気自動車な

ど蓄電池、私たちが使う電気。電気は、使う量と作る量とが

釣り合わないといけません。この電気を「分散的に」管理する

システムについてお話しします。 

阿久津 彗 

（助教） 

 

制御工学 

電力管理システ

ム 

電-15 

「観測ロケット搭載機器の開発と観測」 

 

宇宙空間ではさまざまな現象が発生しており GPSの測位

精度などに影響を与えています。これらの現象の解明のため

に打ち上げられる観測ロケットに搭載する「電場観測装置」

の開発やその観測結果、解析結果について、実例を用いて

解説します。 

松山 実由規 

（助教） 

 

電気電子回路 

超高層大気物

理学 

 


